
中学校の適正配置に関する保護者意見交換会の概要 

                    【内海地区】 

 

日 時  令和 2年 10月 8日（木） 午後 7時 00分～午後 8時 30分 

場 所  内海中学校 体育館 

参加者  ３６名 

内海地区 主な意見 

○統合について 

・新築が可能なら建てて欲しい。 

・第 1段階で令和 4年までに師崎中、豊浜中、内海中を統合するのは早すぎる。せめて

もう 1年準備期間がいるのではないか。 

・統廃合が前提となっており、統廃合以外を比較検討できる選択肢がない。 

 

〇統合場所について（内海中） 

・豊浜中学校は通学路自体が土砂災害特別警戒区域に入っているため、子どもの安全を

考えたら内海中に統合すべき。 

・広く深い知識、経験が必要な時代になっていて、子どもの将来を考えると外に開けて

いる内海中が統合先にふさわしい。 

・将来高校へ行く時などは電車を使用する事になるため、その１段階先の生活をする感

じで内海中学校へ来て欲しい。 

・保育園・小学校・中学校が徒歩で通えること、電車の駅があることが条件で内海に来

た。内海から中学校が無くなることはさらに少子化を進めるのでは。 

・充実した部活動には人数が必要だと思うので、そういう面からは統合することに賛成。

南知多町の中学校では１番人数が多いこと、運動場の広さ、駅が近いこと、明るさな

どの理由から内海中学校に統合することを希望。 

・内海は南知多の玄関口で駅があるため、町外に仕事を持つ人にも暮らしやすい地域。

新しく家を建てられる土地も他の地域に比べて空いており、南知多の中では今後、子

育て世代の移住者や U ターンが望める地域だと思う。そのためには、内海に保育園、

小学校、中学校、高校が揃っている今の状態がとても大切だと思う。 

 

○統合場所について（その他） 

・豊浜地区辺りのアクセスが最もよく安全なところに新しい校舎を造る方がよいと思っ

ている。内海中学校になったら豊浜、師崎がもっと過疎化が進んでしまうのでは。 

・「郷土に誇り」をもった子供の育成のためにも、ぜひ早期統合をお願いしたい。場所は、

どちらでも良い。 

・安全な通学手段が確保されればどちらでも問題ないと思う。 

・財政面や将来性を考えて、教育委員会と町の行政が、これが最良という案を出すこと

が重要だと思う。 

 

○通学について 

・山海地区からの通学は歩道が狭く危険なのでスクールバス導入を検討して欲しい。 

・島の子が 18時 30分の船だと帰宅時間が遅すぎないか心配。 



・海っ子バス通学の場合、朝は一般の人も一緒だが本数は増やすのか。 

・全ての中学生が安全かつ短時間で通えるような配慮を。 

 

○統合に対する不安、懸念について 

・少人数学級編成など進む中で、教室の数など対応できるのか。 

・統合して１クラスの人数が増えると、子どもが発言するチャンスが減り、先生も見る

子が増え、一人ひとりを大切にしてもらえる良さなどどういうフォローをしていくか。 

・１クラスの人数が増えるのであれば副担任を配置して欲しい。 

・統合後いじめが心配なので子どもをしっかり見てもらいたい。 

・統合後の子どもの心のケアをしっかりして欲しい。 

 

○部活動について 

・部活の日数が減っているのでもっと増やして欲しい。 

・設置する部活動は子どもの意見も聞いて欲しい。 

・内海小学校には金管バンド部があるのに、内海中学校には吹奏楽部がないことを長年

不満に思ってきた。 

 

○その他 

・築年数などみると既存の校舎を改修してこのまま使っていって大丈夫なのか不安。 

・建て替えのための積み立てをしていないのか、統合によって必要なお金がどう違うの

か比較資料があれば検討材料になる。 

・各地区の転入転出の情報があれば転入者が多い地域は子供が増える可能性があるなど

検討材料になる。 

・統合前に小学校同士の交流会や統合する中学校の見学を何回かして不安をなくして欲

しい。 

・県外との交流よりも愛知県内の他地域、他校との交流を図って欲しい。 

・豊浜中の登り坂の通学路など利用量が増えたとき、災害時の安全性が心配なので道路

の拡張や補強の工事等必要では。 

・内海に住んでいる子育て世代には、車のない方もある程度いる。内海は利便性や、地

域の文化のようなものから移住者も住みやすい。 

 

 


